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箱施用殺虫剤による地域一斉防除を行うと、水稲初期害虫であるイネドロオイムシ、

イネミズゾウムシを２～４年間、要防除水準以下に抑制できる。これらの初期害虫を毎

年調査し、イネドロオイムシは産卵盛期の卵塊数３個以上/25 株、イネミズゾウムシは侵

入盛期の成虫数３頭以上/25 株見られた場合は、翌年に防除を実施する。 
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数年に一度の地域一斉防除で水稲初期害虫を防除できる 

徴 

図２ 水稲初期害虫の隔年防除の概要 

図１ 一斉防除後に無防除を継続した地域における初期害虫密度推移 

上：イネドロオイムシの産卵盛期の卵塊数（平均値±標準誤差） 

下：イネミズゾウムシの侵入盛期の成虫数（平均値±標準誤差） 

注）･･････線は各害虫の当年の要防除水準を示す 
（イネドロオイムシ卵塊数 12.5 個/25 株、イネミズゾウムシ成虫数 7.5 頭/25 株） 

(参考）平泉町長島（H4～H8）
岩手県病害虫防除所調査
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岩手町黒内（H14～H15）
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雫石町御明神（H12～H15）
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